
◎ 地方税法等の一部を改正する法律（令和５年３月31日公布）の概要

■令和５年度税制改正の概要
地方税制の主な改正について

税金の種類等 内容 適用

個人住民税

＜ＮＩＳＡの抜本的拡充・恒久化＞

○ＮＩＳＡ制度について、年間投資上限額の拡大、非課税保有期
 間の無期限化、口座開設期間の恒久化等を行う。

令和６年１月1日から

自動車税
軽自動車税

＜環境性能割の税率区分の見直し＞

○環境性能割の税率区分について、新型コロナウイルス感染症
 等を背景とした半導体不足の現状を踏まえ、現行の税率区分
 を令和５年12月末まで据え置く。

令和５年12月31日まで

○2035年電動車100％（乗用車新車販売）とする政府目標と整
 合させ、電動車の一層の普及促進を図る観点から、税率区分
 （燃費基準達成度）を３年間で段階的に引き上げる。

令和６年１月1日から

＜種別割のグリーン化特例の見直し＞

○種別割のグリーン化特例について、電気自動車等を取得した
 場合における現行の経過措置等について適用期限を３年延長
 する。

令和７年度分まで

固定資産税
不動産取得税

＜質問検査権の対象の明確化＞

○固定資産税及び不動産取得税に係る質問検査権について、家屋
 の評価に必要な図面等の収集に当たり、納税義務者に加え、
 当該家屋の施工業者からも図面等を入手することができること
 を法令上明確化する。  

令和６年度から

電子申告
■複数の地方公共団体に対する申告を１回の

データ送信操作で行うことができます。
■無料のｅＬＴＡＸ対応ソフトウェア（ＰＣ

ｄｅｓｋ等）や市販のｅＬＴＡＸ対応税務ソフ
トを使用して、申告書が簡単に作成できます。

お問い合わせは

電子申請・届出

共通納税

インターネットで
まとめて簡単手続き！

エルタックス

詳しくはｅＬＴＡＸのホームページをご覧ください。
▶https://www.eltax.lta.go.jp

ｅＬＴＡＸヘルプデスク
   電話番号：０５７０-０８１４５９（全国一律市内通話料金）

受付時間：平日９：００～１７：００

■  ｅＬＴＡＸの利用手続以外の、申告、
申請・届出、利用届出の内容や審査、
納税に関する お問い合わせは管轄の
県税事務所・市町村までお願いします。

多様な支払方法（令和５年４月から）
納付書に マークがあれば地方税お支払サイトやスマホ決済アプリから
２４時間３６５日いつでもどこでも簡単に納付が可能です。
クレジットカード払い、インターネットバンキング、ダイレクト納付の他、
各種スマホ決済アプリから直接お支払いもできます。

■電子申告対象税目■
❖法人住民税 ❖固定資産税（償却資産）
❖法人事業税 ❖個人住民税
❖地方法人特別税 （給与支払い報告書や

   ❖特別法人事業税 特別徴収関連手続） 
❖事業所税 ❖利子割・配当割・

株式等譲渡所得割

■電子申請、届出■
❖申告手続きに関連した各種申請・届出
※対象手続きについては、申告税以外についても順次

対応していく予定です。

令和５年１０月～追加
 ❖地方たばこ税
 ❖ゴルフ場利用税
 ❖入湯税

◆ 共通納税のメリットは？
①複数の地方公共団体へ一括して電子的に納付することができます。
②電子申告を行った申告情報や特徴税額通知データを共通納税システムに引き継いで納付する

ことができます。
③事前に登録した金融機関口座を指定して、地方税を直接納付することができます。（ダイレ

クト納付）
④地方公共団体が指定する金融機関以外の金融機関からも納付できます。

◆ 利用できる時間帯・金融機関は？
土日祝日、年末年始を除く８時３０分から２４時まで。別途、休日に利用できる日があります。
利用可能な金融機関についてはeLTAXのホームページをご確認ください。

◆領収書について
紙の領収書は発行されませんが、納付済みの確認メッセージや納付履歴を画面上で確認できます。

◆ 共通納税システムとは
全ての都道府県、市区町村へ、自宅や職場のパソコンから電子納税ができる仕組みです。
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